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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
遊
戯
王
５
Ｄ
'

ｓ
　
龍
騎
士
使
い
の
物
語

ド
ラ
ゴ
ン
・
ナ
イ
ト

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
３
５
５
Ｐ

【
作
者
名
】

　
青
龍
の
剣

【
あ
ら
す
じ
】

　
な
ぜ
か
知
ら
な
い
う
ち
に
５
Ｄ
'

ｓ
の
世
界
に
ト
リ
ッ
プ
し
て
い
た
少
年
。

少
年
が
持
つ
デ
ッ
キ
は
Ｏ
Ｃ
Ｇ
に
は
な
い
カ
ー
ド
た
ち
だ
っ
た
。

主
人
公
が
使
う
デ
ッ
キ
は
オ
リ
カ
が
大
半
の
デ
ッ
キ
で
す
。
特
に
モ
ン
ス
タ
ー

が
多
い
の
で
更
新
が
遅
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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龍
騎
士
（
ド
ラ
ゴ
ン
・
ナ
イ
ト
）
使
い
（
前
書
き
）

始
め
ま
し
て
、
青
龍
の
剣
で
す
。

物
語
の
始
ま
り
は
遊
星
が
ち
ょ
う
ど
１
３
話
で
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
カ
ッ
プ
に
招
待

さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ス
ト
リ
ッ
プ
し
た
時
の
状
況
と
か
は
ま
た

後
で
書
き
ま
す
。
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龍
騎
士
（
ド
ラ
ゴ
ン
・
ナ
イ
ト
）
使
い

こ
こ
は
ネ
オ
童
実
野
シ
テ
ィ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
、
そ
こ
で
一
台
の
Ｄ
・
ホ
イ
ー
ル

（
デ
ュ
エ
ル
が
出
来
る
バ
イ
ク
）
が
颯
爽
し
て
い
た
。
そ
の
Ｄ
・
ホ
イ
ー
ル
は

青
く
風
の
よ
う
な
白
い
塗
装
も
施
さ
れ
た
も
の
だ
。
そ
の
Ｄ
・
ホ
イ
ー
ル
は
し

ば
ら
く
走
っ
た
後
、
途
中
ま
で
作
り
か
け
ら
れ
て
い
る
橋
の
近
く
で
止
ま
っ
た
。

す
る
と
、
一
人
の
青
年
が
Ｄ
・
ホ
イ
ー
ル
か
ら
降
り
て
近
く
の
建
物
に
入
っ
て

い
っ
た
。

こ
こ
か
ら
一
人
視
点
で
行
き
ま
す
。

俺
の
名
前
は
黒
月
　
龍
月
や
け
に
苗
字
や
名
前
に
月
が
入
っ
て
い
る
の
は
気
に

し
な
い
で
ほ
し
い
。
今
俺
は
知
り
合
い
の
ア
ジ
ト
に
来
て
い
る
。

「
お
～
い
！
　
ク
ロ
ウ
！
　
い
る
か
？
」

俺
が
そ
う
叫
ぶ
と
奥
か
ら
顔
が
マ
ー
カ
ー
だ
ら
け
の
男
が
出
て
き
た
。
彼
の
名

前
は
ク
ロ
ウ
・
ボ
ー
ガ
ン
。
俺
の
一
番
親
し
い
親
友
の
一
人
だ
。
後
、
二
人
い

る
の
だ
が
、
一
人
は
シ
テ
ィ
の
方
に
い
て
、
も
う
一
人
は
今
ど
こ
に
い
る
か
は
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分
か
ら
な
い
。
ま
あ
、
そ
の
内
会
え
る
だ
ろ
う
。
因
み
に
マ
ー
カ
ー
と
い
う
の

は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
捕
ま
っ
た
犯
罪
者
が
つ
け
ら
れ
る
罪
人
の
証
と
な
る
も

の
。

「
お
～
！
　
龍
か
、
ど
う
か
し
た
か
？
」

「
い
や
、
な
ん
で
も
な
い
。
そ
れ
よ
り
子
供
達
は
い
る
の
か
？
」

「
あ
あ
、
い
ま
外
に
出
て
る
よ
」

と
ク
ロ
ウ
が
そ
う
言
っ
た
時
、

「
ク
ロ
ウ
お
兄
ち
ゃ
ん
！
　
た
だ
い
ま
！
」

「
あ
！
　
龍
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
！
」

「
本
当
だ
！
　
龍
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
！
」

と
帰
っ
て
き
た
子
供
達
が
一
斉
に
俺
や
ク
ロ
ウ
に
駆
け
寄
っ
て
き
た
。
こ
の
子

達
は
ク
ロ
ウ
が
育
て
て
い
る
親
の
い
な
い
子
達
で
あ
る
。
俺
は
何
度
も
こ
こ
に

来
て
い
る
の
で
面
識
は
あ
る
。

「
よ
、
元
気
に
し
て
る
か
？
」
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俺
は
子
供
達
の
中
の
一
人
の
頭
を
撫
で
な
が
ら
言
っ
た
。

「
「
「
う
ん
！
」
」
」

子
供
達
は
笑
顔
で
俺
の
質
問
に
答
え
た
。

「
よ
～
し
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
こ
れ
は
お
み
や
げ
だ
ぞ
」

俺
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
遊
戯
王
の
カ
ー
ド
を
い
く
つ
か
出
し
て
子
供
た
ち
に
渡
し

た
。
こ
の
カ
ー
ド
た
ち
は
全
部
、
道
や
ゴ
ミ
の
中
か
ら
見
つ
け
た
も
の
だ
。
俺

は
こ
う
や
っ
て
見
つ
け
た
カ
ー
ド
を
ち
ゃ
ん
と
使
っ
て
く
れ
る
子
供
達
と
か
に

あ
げ
て
い
る
の
だ
。
俺
は
子
供
達
に
カ
ー
ド
を
渡
し
終
わ
っ
た
後
、
ク
ロ
ウ
と

し
ば
ら
く
雑
談
を
し
た
。
そ
し
て
、
日
が
落
ち
か
け
た
こ
ろ
、

「
ク
ロ
ウ
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
帰
る
な
」

「
お
う
！
　
ま
た
来
い
よ
。
龍
！
」

「
あ
あ
」

俺
は
そ
う
言
っ
て
ク
ロ
ウ
の
ア
ジ
ト
を
出
る
と
、
自
分
の
Ｄ
・
ホ
イ
ー
ル
“
ブ

ル
ー
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ィ
ン
グ
”
に
乗
り
込
み
、
ク
ロ
ウ
の
ア
ジ
ト
を
後
に
し
た
。

し
ば
ら
く
走
っ
て
い
る
と
、
目
の
前
に
古
ぼ
け
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が
見
え
て
き
た
。

こ
こ
が
俺
の
住
ま
い
（
ア
ジ
ト
）
だ
。
俺
は
そ
の
ま
ま
そ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
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階
に
入
り
、
Ｄ
・
ホ
イ
ー
ル
か
ら
降
り
て
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
置
き
、
外
に
出

て
、
外
の
階
段
か
ら
自
分
が
寝
て
い
る
部
屋
に
行
こ
う
と
し
た
と
き
、

「
お
待
ち
く
だ
さ
い
」

「
ん
？
」

突
然
、
後
ろ
か
ら
誰
か
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
。
俺
は
足
の
動
き
を
止
め
て
後
ろ

を
向
く
と
、
そ
こ
に
は
、
顔
が
ピ
エ
ロ
に
見
え
る
小
さ
い
人
が
い
た
。

「
（
こ
い
つ
は
確
か
…
イ
エ
ー
ガ
ー
だ
っ
け
？
）
誰
だ
、
あ
ん
た
？
」

「
こ
れ
は
失
礼
し
ま
し
た
。
私
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
長
官
の
命
で
来
ま
し
た
。
イ
エ

ー
ガ
ー
と
申
し
ま
す
」

俺
は
名
前
を
知
っ
て
い
る
が
、
一
様
聞
く
と
、
イ
エ
ー
ガ
ー
は
お
辞
儀
を
し
な

が
ら
答
え
た
。

「
な
る
ほ
ど
。
で
、
治
安
維
持
局
局
長
の
命
で
来
た
イ
エ
ー
ガ
ー
さ
ん
が
俺
に

何
の
用
で
す
か
？
」

「
は
い
。
さ
っ
そ
く
用
件
を
言
い
た
い
の
で
す
が
、
・
・
・
」

俺
の
質
問
に
イ
エ
ー
ガ
ー
は
話
し
て
い
る
途
中
で
言
葉
を
や
め
て
、
腕
に
デ
ュ
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エ
ル
デ
ィ
ス
ク
を
着
け
始
め
た
。

「
そ
の
前
に
、
私
と
デ
ュ
エ
ル
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

「
そ
れ
も
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
長
官
の
命
令
か
？
」

「
さ
あ
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
」

俺
は
ま
た
質
問
し
た
が
簡
単
に
た
ぶ
ら
か
し
た
。
俺
は
仕
方
な
い
と
思
い
Ｄ
・

ホ
イ
ー
ル
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
Ｄ
・
ホ
イ
ー
ル
に
つ
い
て
い
る
デ
ュ
エ
ル
デ
ィ

ス
ク
を
つ
け
た
。
そ
し
て
、
イ
エ
ー
ガ
ー
の
と
こ
ろ
に
戻
り
、

「
こ
っ
ち
は
準
備
い
い
ぜ
」

「
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
・
・
・
」

「
「
デ
ュ
エ
ル
！
！
」
」



8

龍
騎
士
（
ド
ラ
ゴ
ン
・
ナ
イ
ト
）
使
い
（
後
書
き
）

と
り
あ
え
ず
こ
こ
ま
で
で
す
。

デ
ュ
エ
ル
は
次
の
日
の
方
に
書
き
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
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龍
騎
士
（
ド
ラ
ゴ
ン
・
ナ
イ
ト
）
の
戦
い
（
前
書
き
）

イ
エ
ー
ガ
ー
と
の
デ
ュ
エ
ル
で
す
。
う
ま
く
行
く
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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龍
騎
士
（
ド
ラ
ゴ
ン
・
ナ
イ
ト
）
の
戦
い

「
「
デ
ュ
エ
ル
！
！
」
」

俺
と
イ
エ
ー
ガ
ー
は
そ
う
言
う
と
、
デ
ッ
キ
を
デ
ィ
ス
ク
に
差
し
た
。
す
る
と
、

デ
ッ
キ
が
自
動
的
に
シ
ャ
ッ
フ
ル
さ
れ
、
止
ま
っ
た
と
こ
ろ
を
お
互
い
カ
ー
ド

を
５
枚
引
い
た
。
そ
し
て
、
イ
エ
ー
ガ
ー
の
方
の
デ
ィ
ス
ク
が
光
っ
て
、
先
行

を
知
ら
せ
た
。

「
私
の
タ
ー
ン
、
ド
ロ
ー
」

イ
エ
ー
ガ
ー
は
そ
う
言
う
と
、
デ
ッ
キ
か
ら
カ
ー
ド
を
一
枚
引
い
た
。

「
私
は
、
『
ジ
ェ
ス
タ
ー
・
ロ
ー
ド
』
を
攻
撃
表
示
で
召
喚
し
ま
す
。
」

ジ
ェ
ス
タ
ー
・
ロ
ー
ド
　
☆
４

効
果
モ
ン
ス
タ
ー

攻
撃
力
／
０
 

守
備
力
／
０

こ
の
モ
ン
ス
タ
ー
は
、
自
分
の
モ
ン
ス
タ
ー
ゾ
ー
ン
に
こ
の
モ
ン
ス
タ
ー
し
か

い
な
い
時
、
フ
ィ
ー
ル
ド
場
に
存
在
す
る
魔
法
・
罠
カ
ー
ド
一
枚
に
つ
き
、
１

０
０
０
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
す
る
。
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イ
エ
ー
ガ
ー
は
そ
う
言
っ
て
、
カ
ー
ド
を
モ
ン
ス
タ
ー
ゾ
ー
ン
に
置
く
と
、
フ

ィ
ー
ル
ド
場
に
ピ
エ
ロ
の
よ
う
な
モ
ン
ス
タ
ー
が
現
れ
た
。

「
さ
ら
に
、
カ
ー
ド
を
二
枚
セ
ッ
ト
し
て
、
タ
ー
ン
エ
ン
ド
」

イ
エ
ー
ガ
ー
は
さ
ら
に
カ
ー
ド
を
二
枚
、
魔
法
・
罠
ゾ
ー
ン
に
差
す
と
、
モ
ン

ス
タ
ー
の
後
ろ
に
カ
ー
ド
が
二
枚
伏
せ
ら
れ
た
状
態
で
出
現
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
ま
ま
タ
ー
ン
を
終
了
さ
せ
た
。

「
俺
の
タ
ー
ン
、
ド
ロ
ー
」

俺
は
デ
ッ
キ
か
ら
カ
ー
ド
を
引
く
と
、
手
札
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、

「
俺
は
、
『
龍
騎
士
　
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
』
を
守
備
表
示
で
召
喚
」

ド
ラ
ゴ
ン
・
ナ
イ
ト

俺
は
そ
う
い
っ
て
、
カ
ー
ド
を
置
く
と
青
い
鎧
を
着
て
、
巨
大
な
盾
を
持
っ
た

人
が
現
れ
た
。
そ
の
後
、
盾
で
自
分
を
守
る
よ
う
に
屈
ん
だ
状
態
に
な
っ
た
。

龍
騎
士
　
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
 

☆
３

ド
ラ
ゴ
ン
・
ナ
イ
ト

効
果
モ
ン
ス
タ
ー

攻
撃
力
／
１
０
０
０
　
守
備
力
／
２
０
０
０

こ
の
モ
ン
ス
タ
ー
は
一
タ
ー
ン
に
一
度
、
戦
闘
に
よ
る
破
壊
を
無
効
に
す
る
。
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さ
ら
に
、
守
備
表
示
の
時
に
は
、
魔
法
・
罠
・
モ
ン
ス
タ
ー
効
果
に
よ
る
破
壊

も
一
度
だ
け
無
効
に
す
る
。

「
さ
ら
に
、
カ
ー
ド
を
二
枚
伏
せ
て
タ
ー
ン
エ
ン
ド
」

「
私
の
タ
ー
ン
、
ド
ロ
ー
、
私
は
こ
の
ま
ま
バ
ト
ル
フ
ェ
イ
ズ
に
移
行
し
ま
す
。

『
ジ
ェ
ス
タ
ー
・
ロ
ー
ド
』
で
『
龍
騎
士
　
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
』
を
攻
撃
し
ま

す
。
モ
ン
ス
タ
ー
の
効
果
に
よ
り
、
こ
の
モ
ン
ス
タ
ー
の
攻
撃
力
は
魔
法
・
罠

カ
ー
ド
一
枚
に
つ
き
、
１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
現
在
、
フ
ィ
ー

ル
ド
場
に
魔
法
・
罠
カ
ー
ド
は
四
枚
、
つ
ま
り
攻
撃
力
は
４
０
０
０
ポ
イ
ン
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。
」

ジ
ェ
ス
タ
ー
・
ロ
ー
ド

攻
撃
力

０
↓
４
０
０
０

「
行
き
な
さ
い
！
　
『
ジ
ェ
ス
タ
ー
ロ
ー
ド
』
！
」

イ
エ
ー
ガ
ー
が
そ
う
言
う
と
、
『
ジ
ェ
ス
タ
ー
・
ロ
ー
ド
』
は
火
の
玉
を
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
少
し
近
づ
い
た
後
、
『
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
』
に
向
か
っ
て
、

火
の
玉
を
投
げ
た
。
火
の
玉
は
『
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
』
に
当
た
り
爆
発
し
た
。

し
か
し
、
『
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
』
は
そ
の
ま
ま
の
体
制
で
い
た
。

「
ぜ
ん
ね
ん
だ
が
、
『
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
』
は
一
タ
ー
ン
に
一
度
、
戦
闘
で
は
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破
壊
さ
れ
な
い
」

「
な
る
ほ
ど
、
私
は
『
ジ
ェ
ス
タ
ー
・
コ
ー
フ
ィ
ン
』
を
攻
撃
表
示
で
召
喚
し
、

タ
ー
ン
・
・
・
」

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！
　
『
ジ
ェ
ス
タ
ー
・
コ
ー
フ
ィ
ン
』
が
召
喚
さ
れ
た
時

に
、
罠
を
発
動
！
」

ト
ラ
ッ
プ

俺
が
そ
う
言
う
と
、
俺
の
フ
ィ
ー
ル
ド
場
に
伏
せ
ら
れ
て
い
た
カ
ー
ド
の
一
枚

が
め
く
ら
れ
た
。

「
『
激
流
葬
』
！
　
こ
の
カ
ー
ド
の
効
果
に
よ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
場
に
存
在
す

る
す
べ
て
の
モ
ン
ス
タ
ー
を
破
壊
す
る
！
」

俺
が
そ
う
言
う
と
、
大
き
な
波
が
起
こ
り
、
イ
エ
ー
ガ
ー
の
と
こ
ろ
に
い
た
二

体
の
モ
ン
ス
タ
ー
が
流
さ
れ
た
。
し
か
し
、
俺
の
『
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
』
は
流

さ
れ
ず
そ
の
ま
ま
留
ま
っ
た
。

「
な
！
　
な
ぜ
、
あ
な
た
の
モ
ン
ス
タ
ー
は
破
壊
さ
れ
な
い
で
す
か
！
」

イ
エ
ー
ガ
ー
は
そ
の
こ
と
に
驚
き
、
俺
に
聞
い
て
き
た
。

「
『
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
』
の
も
う
一
つ
の
効
果
、
こ
の
モ
ン
ス
タ
ー
が
守
備
表

示
の
時
、
一
タ
ー
ン
に
一
度
、
魔
法
・
罠
・
モ
ン
ス
タ
ー
効
果
に
よ
る
破
壊
を
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無
効
に
す
る
」

「
な
ん
で
す
と
！
」

「
俺
の
タ
ー
ン
だ
！
　
ド
ロ
ー
、
（
こ
こ
は
念
を
入
れ
て
）
そ
れ
と
同
時
に
罠

ト
ラ
ッ
プ

を
発
動
！
　
『
ト
ラ
ッ
プ
・
ス
タ
ン
』
！
　
こ
の
効
果
に
よ
り
、
こ
の
カ
ー
ド

以
外
の
罠
は
発
動
出
来
な
い
！
 

さ
ら
に
！
　
フ
ィ
ー
ル
ド
魔
法
を
発
動
！
　

マ
ジ
ッ
ク

『
龍
騎
士
の
里
』
！
」

ト
ラ
ッ
プ
・
ス
タ
ン

罠
カ
ー
ド

発
動
し
た
タ
ー
ン
の
エ
ン
ド
フ
ェ
イ
ズ
ま
で
、
こ
の
カ
ー
ド
以
外
の
罠
カ
ー
ド

を
発
動
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

俺
が
そ
う
言
う
と
、
風
景
が
サ
テ
ラ
イ
ト
の
町
並
み
か
ら
ア
フ
リ
カ
に
あ
る
民

族
種
族
が
い
る
町
み
た
い
に
な
っ
た
。

龍
騎
士
の
里

フ
ィ
ー
ル
ド
魔
法
カ
ー
ド

こ
の
カ
ー
ド
は
フ
ィ
ー
ル
ド
場
に
あ
る
「
龍
騎
士
」
と
名
の
付
い
た
モ
ン
ス
タ

ー
カ
ー
ド
の
枚
数
に
よ
り
効
果
が
変
わ
る
。

０
枚
の
時
、
墓
地
か
ら
レ
ベ
ル
３
以
下
の
「
龍
騎
士
」
と
名
の
付
い
た
モ
ン
ス

タ
ー
一
体
を
特
殊
召
喚
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

１
枚
以
上
の
い
る
時
、
レ
ベ
ル
４
以
下
の
「
龍
騎
士
」
と
名
の
付
い
た
モ
ン
ス
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タ
ー
一
体
を
デ
ッ
キ
か
ら
手
札
に
加
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

２
枚
以
上
の
い
る
時
、
「
龍
騎
士
」
と
名
の
付
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
は
戦
闘
で
は

破
壊
さ
れ
な
い
。

３
枚
以
上
の
い
る
時
、
「
龍
騎
士
」
と
名
の
付
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
は
魔
法
・
罠

の
効
果
を
受
け
な
い
。

「
俺
は
龍
騎
士
の
里
の
効
果
を
発
動
す
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
場
に
「
龍
騎
士
」
と

名
の
付
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
が
一
体
以
上
の
い
る
時
、
レ
ベ
ル
４
以
下
の
「
龍
騎

士
」
と
名
の
付
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
一
体
を
デ
ッ
キ
か
ら
手
札
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
俺
は
、
『
龍
騎
士
　
レ
デ
ィ
』
を
召
喚
。
さ
ら
に
、
『
命
削
り
の
宝

ド
ラ
ゴ
ン
・
ナ
イ
ト

札
』
を
発
動
！
」

俺
が
召
喚
し
た
の
は
、
『
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
』
と
同
じ
青
い
鎧
を
来
た
女
性
だ

っ
た
。

命
削
り
の
宝
札

魔
法
カ
ー
ド

デ
ッ
キ
か
ら
カ
ー
ド
を
５
枚
ド
ロ
ー
す
る
。
し
か
し
、
５
タ
ー
ン
後
に
手
札
を

全
部
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

龍
騎
士
　
レ
デ
ィ
　
☆
３

ド
ラ
ゴ
ン
・
ナ
イ
ト

効
果
モ
ン
ス
タ
ー

攻
撃
力
／
１
３
０
０
 
 

守
備
力
／
１
３
０
０
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こ
の
カ
ー
ド
は
「
龍
騎
士
」
と
名
の
付
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
一
体
に
付
き
、
「
龍

騎
士
」
と
名
の
付
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
の
攻
撃
力
を
２
０
０
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
さ

せ
る
。

「
効
果
に
よ
り
、
５
枚
を
ド
ロ
ー
。
さ
ら
に
、
『
二
重
召
喚
』
を
発
動
。
そ
の

デ
ュ
ア
ル
サ
モ
ン

効
果
に
よ
り
、
『
龍
騎
士
　
セ
イ
バ
ー
』
を
召
喚
」

ド
ラ
ゴ
ン
・
ナ
イ
ト

今
度
は
『
レ
デ
ィ
』
に
似
て
い
る
が
、
『
レ
デ
ィ
』
の
髪
が
茶
色
に
対
し
て
金

色
で
あ
る
と
こ
ろ
と
、
露
出
度
が
少
し
高
い
と
こ
ろ
だ
。

龍
騎
士
　
セ
イ
バ
ー
　
☆
４

ド
ラ
ゴ
ン
・
ナ
イ
ト

効
果
モ
ン
ス
タ
ー

攻
撃
力
／
１
８
０
０
 
 

守
備
力
／
１
４
０
０

こ
の
モ
ン
ス
タ
ー
が
相
手
モ
ン
ス
タ
ー
攻
撃
す
る
と
き
、
攻
撃
力
を
５
０
０
ポ

イ
ン
ト
ア
ッ
プ
す
る
。
こ
の
モ
ン
ス
タ
ー
が
直
接
攻
撃
し
た
後
、
こ
の
モ
ン
ス

タ
ー
は
エ
ン
ド
フ
ェ
イ
ズ
に
デ
ッ
キ
に
戻
る
。

二
重
召
喚

デ
ュ
ア
ル
サ
モ
ン

魔
法
カ
ー
ド

こ
の
カ
ー
ド
を
発
動
し
た
タ
ー
ン
、
も
う
一
度
だ
け
通
常
召
喚
で
き
る
。

「
そ
し
て
、
『
レ
デ
ィ
』
の
効
果
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
場
に
存
在
す
る
「
龍
騎
士
」

と
名
の
付
い
た
モ
ン
ス
タ
ー
一
体
に
付
き
、
「
龍
騎
士
」
と
名
の
付
い
た
モ
ン
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ス
タ
ー
の
攻
撃
力
を
２
０
０
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
さ
せ
る
。
仲
間
の
絆
！
」

『
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
』

攻
撃
力

１
０
０
０
↓
１
６
０
０

『
レ
デ
ィ
』

攻
撃
力

１
３
０
０
↓
１
９
０
０

『
セ
イ
バ
ー
』

攻
撃
力

１
８
０
０
↓
２
４
０
０

「
バ
ト
ル
！
　
『
レ
デ
ィ
』
と
『
セ
イ
バ
ー
』
で
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
タ
ッ
ク
！
　

竜
骨
剣
　
集
！
　
風
王
鉄
槌
！
」

ス
ト
ラ
イ
ク
・
エ
ア

俺
が
そ
う
言
う
と
、
罠
を
封
じ
ら
れ
た
イ
エ
ー
ガ
ー
で
は
何
も
出
来
ず
、
レ
デ

ィ
が
持
っ
て
い
た
剣
で
、
セ
イ
バ
ー
が
剣
か
ら
発
せ
ら
れ
た
竜
巻
で
攻
撃
し
た
。

「
ア
ヒ
ャ
～
！
」

イ
エ
ー
ガ
ー

Ｌ
Ｐ
４
０
０
０
↓
０
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「
俺
の
、
勝
ち
だ
！
」

俺
は
高
ら
か
に
言
っ
た
。
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龍
騎
士
（
ド
ラ
ゴ
ン
・
ナ
イ
ト
）
の
戦
い
（
後
書
き
）

こ
ん
な
感
じ
で
す
。
感
想
や
何
か
あ
っ
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。
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運
命
へ
の
招
待
状

「
な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
」

デ
ュ
エ
ル
が
終
わ
っ
た
後
、
イ
エ
ー
ガ
ー
は
何
か
を
納
得
し
た
か
の
よ
う
に
左

手
を
顎
に
つ
け
て
顔
を
盾
に
振
っ
た
。

「
何
を
納
得
し
て
る
ん
だ
？
」

俺
は
イ
エ
ー
ガ
ー
の
行
動
に
少
し
ム
カ
つ
い
た
。

「
あ
、
こ
れ
は
失
礼
」

イ
エ
ー
ガ
ー
は
俺
か
ら
放
た
れ
た
怒
気
に
気
づ
き
急
い
で
謝
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
顔
に
は
余
裕
と
も
取
れ
る
表
情
だ
っ
た
。

「
そ
れ
で
、
い
き
な
り
デ
ュ
エ
ル
を
振
っ
と
い
て
何
の
よ
う
だ
？
」

「
そ
う
で
し
た
。
・
・
・
・
・
・
こ
れ
を
」

俺
は
怒
り
を
抑
え
な
が
ら
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
聞
い
た
。
す
る
と
、
イ
エ

ー
ガ
ー
は
思
い
出
し
た
よ
う
に
自
分
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
一
通
の
手
紙
を
取
り
出



21

し
て
俺
に
渡
し
て
き
た
。

「
こ
れ
は
？
」

「
そ
れ
は
今
度
、
ネ
オ
童
実
野
シ
テ
ィ
で
行
わ
れ
る
。
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
カ
ッ
プ

の
招
待
状
で
ご
ざ
い
ま
す
」

「
何
？
　
サ
テ
ラ
イ
ト
出
身
で
あ
る
こ
の
俺
に
？
」

俺
が
受
け
取
っ
た
手
紙
は
サ
テ
ラ
イ
ト
の
隣
に
あ
る
ネ
オ
童
実
野
シ
テ
ィ
で
行

わ
れ
る
大
会
の
招
待
状
だ
と
イ
エ
ー
ガ
ー
は
言
っ
て
き
た
。
俺
が
驚
い
て
い
る

と
イ
エ
ー
ガ
ー
は
続
け
た
。

「
さ
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
簡
単
に
サ
テ
ラ
イ
ト
の
ゴ
ミ
で
あ
る
あ

な
た
に
渡
す
わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
先
ほ
ど
の
デ
ュ
エ
ル
で
ご
ざ

い
ま
す
」

「
な
る
ほ
ど
。
さ
っ
き
の
デ
ュ
エ
ル
で
俺
が
負
け
た
場
合
は
こ
れ
を
渡
さ
ず
、

そ
の
ま
ま
帰
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
」

「
さ
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
」

サ
テ
ラ
イ
ト
の
ゴ
ミ
に
関
し
て
は
さ
ら
に
む
か
つ
い
た
が
、
少
し
落
ち
着
い
て

考
え
た
後
、
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「
俺
は
辞
退
す
る
。
俺
み
た
い
奴
が
出
た
っ
て
意
味
無
い
し
」

実
際
は
あ
ん
ま
り
原
作
に
は
関
わ
り
た
く
な
い
か
ら
な
の
だ
が
、
と
俺
が
そ
う

思
っ
て
言
う
と
イ
エ
ー
ガ
ー
は
、

「
そ
れ
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
あ
な
た
が
断
る
と
あ
な
た
の
仲
間
が
大
変
な

こ
と
に
な
り
ま
す
よ
」

「
何
？
」

俺
が
疑
問
を
抱
い
て
い
る
と
、
イ
エ
ー
ガ
ー
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
一
枚
の
写
真
を

取
り
出
し
た
。
そ
こ
に
写
っ
て
い
た
の
は
、

「
遊
星
！
」

そ
こ
に
写
っ
て
い
た
の
は
俺
の
親
友
の
一
人
で
あ
る
不
動
　
遊
星
だ
っ
た
。

「
今
、
彼
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
監
視
の
下
、
シ
テ
ィ
に
い
ま
す
。
も
し
、
あ
な

た
が
出
場
を
辞
退
す
れ
ば
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
、
い
っ
ひ
っ
ひ
っ
ひ
！
」

「
て
め
ぇ
！
」

俺
は
つ
い
に
怒
り
が
爆
発
し
て
イ
エ
ー
ガ
ー
に
掴
み
か
か
っ
た
。
し
か
し
、
イ

エ
ー
ガ
ー
は
す
ば
や
く
後
ろ
に
引
い
て
か
わ
さ
れ
た
。
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「
こ
れ
は
危
な
い
危
な
い
。
そ
れ
で
は
当
日
に
お
迎
え
に
参
り
ま
す
」

イ
エ
ー
ガ
ー
は
そ
う
言
う
と
逃
げ
る
よ
う
に
帰
っ
て
行
っ
た
。

「
つ
っ
！
　
あ
の
野
郎
！
」

俺
は
自
分
の
怒
り
を
拳
を
地
面
に
叩
き
つ
け
る
こ
と
で
発
散
し
な
が
ら
イ
エ
ー

ガ
ー
が
帰
っ
て
行
っ
た
方
向
を
見
た
。
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フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
カ
ッ
プ
ま
で
の
準
備
　
前
編

「
く
そ
！
　
イ
エ
ー
ガ
ー
の
野
郎
。
今
度
会
っ
た
ら
一
発
だ
け
で
も
殴
っ
て
や

る
！
」

イ
エ
ー
ガ
ー
が
帰
っ
た
後
、
俺
は
ア
ジ
ト
の
俺
が
寝
て
い
る
場
所
で
ベ
ッ
ト
の

上
で
寝
転
ん
で
い
た
。

『
た
し
か
に
主
の
言
い
分
も
分
か
る
気
が
し
ま
す
。
私
も
あ
の
者
は
好
き
ま
せ

マ
ス
タ
ー

ん
』

突
然
、
寝
転
ん
で
い
る
俺
の
横
に
イ
エ
ー
ガ
ー
と
デ
ュ
エ
ル
し
て
い
た
と
き
出

し
た
セ
イ
バ
ー
が
い
た
。

「
や
っ
ぱ
り
か
、
精
霊
あ
る
お
前
で
も
や
っ
ぱ
り
イ
エ
ー
ガ
ー
は
好
か
な
い
か
」

『
は
い
。
特
に
人
質
を
取
る
と
こ
ろ
で
腹
が
立
ち
ま
し
た
』

「
や
っ
ぱ
り
騎
士
道
に
反
す
る
か
ら
か
？
」

『
そ
う
で
す
ね
。
や
は
り
｜
デ
ュ
エ
ル
リ
ス
ト
（
騎
士
）
は
正
々
堂
々
と
し
て

い
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
』
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セ
イ
バ
ー
は
俺
の
デ
ッ
キ
の
中
に
い
る
デ
ュ
エ
ル
モ
ン
ス
タ
ー
の
精
霊
の
一
人

だ
。
他
に
も
精
霊
が
い
る
の
だ
が
、
セ
イ
バ
ー
は
特
に
騎
士
道
を
重
ん
じ
て
い

て
、
俺
の
デ
ッ
キ
の
精
霊
の
中
で
は
一
番
真
面
目
な
性
格
だ
。

『
そ
れ
よ
り
、
大
会
に
出
る
の
で
す
か
？
　
そ
の
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
カ
ッ
プ
と
や

ら
に
』

「
あ
あ
、
仲
間
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
に
出
な
い
っ
て
い
う
選
択
は
出

来
な
い
」

『
分
か
り
ま
し
た
。
主
の
決
め
た
こ
と
で
す
。
私
も
全
力
で
援
護
し
ま
す
」

「
あ
り
が
と
な
。
セ
イ
バ
ー
」

「
・
・
・
・
・
・
い
え
」

俺
が
セ
イ
バ
ー
に
お
礼
を
い
う
と
、
セ
イ
バ
ー
は
顔
を
赤
く
し
な
が
ら
も
じ
も

じ
し
だ
し
た
。

『
お
い
お
い
、
赤
く
な
っ
ち
ま
っ
て
る
ぜ
。
セ
イ
バ
ー
』

す
る
と
、
セ
イ
バ
ー
の
横
か
ら
赤
い
槍
を
持
ち
セ
イ
バ
ー
よ
り
簡
易
の
鎧
を
着

け
た
男
が
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て
い
た
。

『
な
！
　
な
に
を
言
う
ん
だ
！
　
ラ
ン
サ
ー
！
』
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「
よ
！
　
元
気
に
し
て
る
か
？
　
ラ
ン
サ
ー
」

そ
う
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て
い
る
の
は
、
セ
イ
バ
ー
と
同
じ
デ
ュ
エ
ル
モ
ン
ス
タ

ー
の
精
霊
で
『
龍
騎
士
　
ラ
ン
サ
ー
』
だ
。

ド
ラ
ゴ
ン
・
ナ
イ
ト

『
お
う
！
　
元
気
に
し
て
る
ぜ
！
　
龍
！
』

ラ
ン
サ
ー
は
俺
の
デ
ッ
キ
の
精
霊
の
中
で
一
番
陽
気
で
軽
い
口
調
で
俺
に
話
し

て
く
る
。
し
か
し
、
戦
闘
に
な
る
と
、
軽
い
口
調
は
変
わ
ら
な
い
が
相
手
を
一

撃
し
と
め
る
ほ
ど
の
強
烈
な
槍
さ
ば
き
を
見
せ
る
。

「
そ
う
か
、
他
の
奴
ら
は
ど
う
だ
？
」

『
あ
あ
、
ラ
イ
ダ
ー
と
キ
ャ
ス
タ
ー
は
相
変
わ
ら
ず
犬
猿
の
仲
だ
ぜ
。
ア
ー
チ

ャ
ー
と
ア
サ
シ
ン
も
変
わ
ら
な
い
し
、
バ
ー
サ
ー
カ
ー
も
相
変
わ
ら
ず
無
口
だ

な
。
ま
あ
、
一
番
変
わ
ら
な
い
の
は
あ
の
野
郎
だ
な
』

「
ま
た
、
あ
い
つ
が
何
か
し
た
の
か
？
」

『
あ
あ
、
ま
た
別
の
精
霊
に
喧
嘩
を
吹
っ
掛
け
や
が
っ
て
な
』

『
ま
た
で
す
よ
。
主
も
こ
ち
ら
に
来
て
、
何
か
言
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
』

と
さ
っ
き
ま
で
顔
を
赤
く
し
て
も
じ
も
じ
し
て
い
た
セ
イ
バ
ー
は
、
あ
の
男
の
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話
に
な
る
と
い
き
な
り
話
に
入
っ
て
き
た
。

「
い
や
ム
リ
だ
ろ
う
。
唯
一
あ
い
つ
だ
け
俺
の
話
を
聞
か
な
い
し
、
あ
い
つ
だ

け
俺
の
デ
ッ
キ
に
入
る
の
を
拒
ん
だ
ん
だ
。
ま
あ
、
時
が
来
た
ら
何
と
か
す
る

さ
」

『
そ
ん
な
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
・
・
・
・
・
・
！
　

主
！
　
誰
か
来
た
よ
う
で
す
！
』

「
分
か
っ
た
。
ラ
ン
サ
ー
。
見
て
き
て
く
れ
な
い
か
？
」

『
お
う
！
　
分
か
っ
た
ぜ
！
』

ラ
ン
サ
ー
は
そ
う
言
う
と
、
ド
ア
を
す
り
抜
け
て
外
に
出
て
行
っ
た
。

『
よ
ろ
し
い
の
で
す
か
。
ラ
ン
サ
ー
で
？
』

「
い
い
ん
だ
よ
。
今
、
出
て
来
て
い
る
の
は
セ
イ
バ
ー
と
ラ
ン
サ
ー
し
か
い
な

い
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
っ
た
ら
、
身
軽
な
ラ
ン
サ
ー
の
方
が
い
い
だ
ろ
」

『
ま
あ
、
そ
う
で
す
が
』

し
ば
ら
く
し
て
、
ラ
ン
サ
ー
が
ド
ア
を
す
り
抜
け
て
入
っ
て
き
た
。

「
ど
う
だ
っ
た
？
」
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『
あ
あ
、
こ
っ
ち
に
来
て
い
る
男
が
一
人
い
た
ぜ
。
ま
る
で
、
お
前
を
探
し
て

い
る
み
た
い
だ
っ
た
な
。
特
徴
は
髭
面
で
緑
の
服
を
着
て
た
ぜ
』

「
わ
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
そ
い
つ
を
監
視
し
て
く
れ
な
い
か
？
」

『
し
ゃ
あ
ね
え
な
。
わ
か
っ
た
。
』

ラ
ン
サ
ー
は
い
や
い
や
承
諾
し
た
後
、
ま
た
外
に
出
て
行
っ
た
。

「
さ
て
、
俺
は
Ｄ
・
ホ
イ
ー
ル
の
調
整
に
行
く
か
ら
。
セ
イ
バ
ー
は
戻
っ
て
く

れ
」

『
分
か
り
ま
し
た
。
主
、
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
お
呼
び
く
だ
さ
い
』

セ
イ
バ
ー
は
そ
う
言
う
と
消
え
て
な
く
な
っ
た
。
俺
は
セ
イ
バ
ー
が
帰
っ
た
こ

と
を
確
認
し
た
後
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
行
き
Ｄ
・
ホ
イ
ー
ル
の
調
節
に
入
っ
た
。

し
ば
ら
く
、
Ｄ
・
ホ
イ
ー
ル
の
調
整
に
入
っ
て
い
る
と
、

『
お
い
、
龍
、
さ
っ
き
言
っ
た
男
が
こ
っ
ち
に
や
っ
て
き
た
ぜ
。
確
認
し
て
く

れ
』

ラ
ン
サ
ー
が
入
っ
て
き
て
、
俺
に
そ
う
伝
え
て
き
た
。
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「
わ
か
っ
た
。
ラ
ン
サ
ー
は
戻
っ
と
い
て
く
れ
」

『
分
か
っ
た
ぜ
。
う
ん
じ
ゃ
あ
な
』

ラ
ン
サ
ー
は
セ
イ
バ
ー
と
同
じ
よ
う
に
消
え
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
俺
は
駐
車

ス
ペ
ー
ス
か
ら
外
を
見
る
と
、
一
人
の
男
が
こ
っ
ち
に
向
か
っ
て
歩
い
て
く
る

の
が
見
え
た
。

「
（
あ
の
男
は
、
雑
賀
か
！
）
ま
、
ま
だ
Ｄ
・
ホ
イ
ー
ル
の
調
節
が
あ
っ
た
ん

だ
っ
た
」

俺
は
男
が
遊
星
の
サ
ポ
ー
ト
役
だ
っ
た
雑
賀
だ
と
わ
か
っ
た
が
、
ま
だ
Ｄ
・
ホ

イ
ー
ル
の
調
整
が
終
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
Ｄ
・
ホ
イ
ー
ル
の
と
こ
ろ
に
戻
り
、

調
整
を
再
開
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、

「
ち
ょ
っ
と
す
ま
な
い
」

と
声
を
か
け
ら
れ
て
、
後
ろ
を
見
る
と
雑
賀
が
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
入
っ
て
き
て

俺
に
話
し
か
け
て
き
た
。

「
俺
は
雑
賀
っ
て
者
だ
が
、
遊
星
の
紹
介
で
来
た
ん
だ
。
こ
の
近
く
に
龍
月
っ

て
名
前
の
奴
が
い
る
は
ず
だ
が
、
ど
こ
に
い
る
か
知
ら
な
い
か
」
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俺
は
雑
賀
の
言
葉
を
聞
い
た
後
Ｄ
・
ホ
イ
ー
ル
の
調
整
を
一
時
や
め
て
、
雑
賀

の
方
を
振
り
向
き
、

「
龍
月
は
俺
だ
」
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フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
カ
ッ
プ
ま
で
の
準
備
　
前
編
（
後
書
き
）

セ
イ
バ
ー
と
ラ
ン
サ
ー
の
元
ネ
タ
は
ｆ
ａ
ｔ
ｅ
で
す
。
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フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
カ
ッ
プ
ま
で
の
準
備
　
中
編

今
、
俺
と
雑
賀
は
俺
の
住
ま
い
の
俺
が
寝
て
い
る
部
屋
と
は
違
う
部
屋
に
い
る
。

こ
の
部
屋
は
、
主
に
お
客
と
か
の
相
手
を
す
る
部
屋
だ
。
ま
あ
、
マ
ン
シ
ョ
ン

だ
し
壊
れ
て
い
な
い
部
屋
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
な
。

「
そ
れ
で
、
雑
賀
さ
ん
は
何
し
に
俺
の
と
こ
ろ
に
来
た
ん
で
す
か
？
」

俺
は
雑
賀
が
俺
の
と
こ
ろ
に
来
た
理
由
は
大
体
は
想
像
が
付
く
が
、
一
様
聞
い

て
み
た
。

「
さ
っ
き
も
言
っ
た
が
、
俺
は
遊
星
の
紹
介
で
お
前
に
会
い
に
来
た
。
お
前
な

ら
遊
星
の
名
前
を
言
え
ば
力
に
な
っ
て
く
れ
る
と
言
っ
て
な
」

「
そ
れ
で
俺
の
力
が
必
要
な
こ
と
っ
て
何
で
す
か
？
」

「
実
は
な
、
遊
星
の
仲
間
を
探
し
て
い
る
ん
だ
が
知
ら
な
い
か
？
」

雑
賀
は
そ
う
言
い
な
が
ら
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
写
真
を
取
り
出
し
た
。
そ
こ
に
は
、

遊
星
の
仲
間
の
ラ
リ
ー
、
タ
カ
、
ナ
ー
ヴ
、
ブ
リ
ッ
ツ
が
写
っ
て
い
た
。

「
・
・
・
・
・
・
」
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俺
は
し
ば
ら
く
黙
っ
た
後
、

「
・
・
・
・
・
・
悪
い
。
ど
こ
に
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
」

「
そ
う
か
」

雑
賀
は
そ
う
言
い
な
が
ら
写
真
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
戻
し
た
。

「
と
こ
ろ
で
お
前
は
遊
星
と
ど
う
い
う
関
係
な
ん
だ
？
」

雑
賀
は
写
真
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
戻
し
た
後
、
俺
に
そ
う
聞
い
て
き
た
。

「
…
…
仲
間
だ
。
昔
の
な
」

俺
は
少
し
黙
っ
た
後
に
そ
う
答
え
た
。
雑
賀
は
少
し
俺
を
見
つ
め
た
後
、

「
そ
う
か
」

「
今
日
は
も
う
遅
い
。
こ
の
部
屋
で
寝
る
な
ら
寝
て
く
れ
て
か
ま
わ
な
い
。
俺

は
も
う
寝
る
」

俺
は
そ
う
言
っ
て
、
雑
賀
の
居
る
部
屋
を
出
て
、
上
に
あ
る
自
分
の
部
屋
に
向
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か
っ
た
。

「
…
…
な
ん
で
お
前
が
こ
こ
に
い
る
。
キ
ャ
ス
タ
ー
」

俺
が
自
分
の
部
屋
に
入
る
と
ベ
ッ
ト
に
俺
の
デ
ッ
キ
の
精
霊
の
一
人
、
『
龍
騎

ナ
イ
ト

ド
ラ
ゴ
ン
・

士
　
キ
ャ
ス
タ
ー
』
で
あ
る
。

「
い
え
、
た
だ
来
て
み
た
く
て
来
ま
し
た
」

「
本
当
は
俺
が
寝
て
い
る
所
を
襲
お
う
と
し
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

「
い
、
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
は
！
」

俺
は
呆
れ
な
が
ら
椅
子
に
腰
か
け
た
。
そ
し
て
真
剣
な
表
情
で
、

「
キ
ャ
ス
タ
ー
」

「
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
　
御
主
人
さ
ま
」

因
み
に
御
主
人
様
と
呼
ぶ
の
も
キ
ャ
ス
タ
ー
だ
け
で
あ
る
。

「
い
ま
す
ぐ
帰
っ
て
ラ
イ
ダ
ー
と
セ
イ
バ
ー
に
伝
え
て
く
れ
。
「
明
日
、
二
人

と
デ
ュ
エ
ル
す
る
か
ら
準
備
し
て
お
い
て
く
れ
」
と
も
ち
ろ
ん
お
前
も
準
備
し
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て
お
け
よ
」

俺
が
そ
う
言
う
と
キ
ャ
ス
タ
ー
は
少
し
戸
惑
っ
た
後
、

「
分
か
り
ま
し
た
。
伝
え
て
お
き
ま
す
」

キ
ャ
ス
タ
ー
は
そ
う
言
う
と
消
え
て
行
っ
た
。
俺
は
キ
ャ
ス
タ
ー
の
い
た
ベ
ッ

ト
の
上
に
転
が
り
、
そ
の
ま
ま
寝
た
。
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フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
カ
ッ
プ
ま
で
の
準
備
　
中
編
（
後
書
き
）

こ
ん
な
感
じ
で
す
。
少
し
強
引
で
し
た
け
ど
、
そ
こ
は
温
か
い
目
で
見
て
く
だ

さ
い
。
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フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
カ
ッ
プ
ま
で
の
準
備
　
後
編
（
前
書
き
）

実
は
前
の
話
の
流
れ
通
り
に
精
霊
た
ち
と
デ
ュ
エ
ル
と
行
き
た
か
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
そ
れ
を
飛
ば
し
て
番
外
編
の
方
で
出
し
ま
す
。
理
由
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
！
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フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
カ
ッ
プ
ま
で
の
準
備
　
後
編

「
…
…
よ
い
よ
い
か
」

俺
は
自
分
の
ア
ジ
ト
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
屋
上
で
シ
テ
ィ
を
方
を
見
て
い
た
。
今

日
は
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
カ
ッ
プ
当
日
、
俺
は
イ
エ
ー
ガ
ー
が
言
っ
て
い
た
迎
え
を

待
っ
て
い
た
。
昨
日
を
行
わ
れ
た
セ
イ
バ
ー
、
ラ
イ
ダ
ー
、
キ
ャ
ス
タ
ー
の
三

人
の
と
デ
ュ
エ
ル
は
俺
の
三
連
勝
で
終
わ
っ
た
。

「
（
い
よ
い
よ
、
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
カ
ッ
プ
の
当
日
か
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
俺
が

入
っ
た
こ
と
で
原
作
に
ど
う
影
響
す
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
は
原

作
ど
お
り
に
進
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
な
）
　
…
…
は
～
」

「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
　
マ
ス
タ
ー
」

俺
が
い
ろ
い
ろ
と
考
え
込
ん
で
い
る
と
後
ろ
か
ら
声
が
聞
こ
え
た
。
後
ろ
を
向

く
と
少
し
露
出
度
の
高
い
青
い
服
を
着
て
、
目
に
は
緑
の
目
隠
し
を
つ
け
た
女

性
が
腕
を
組
ん
で
立
っ
て
い
た
。
彼
女
の
名
前
は
『
龍
騎
士
　
ラ
イ
ダ
ー
』
、

ド
ラ
ゴ
ン
・
ナ
イ
ト

俺
の
デ
ッ
キ
の
精
霊
の
一
人
で
あ
る
。

「
い
や
、
な
ん
で
も
な
い
」

俺
は
笑
顔
で
ラ
イ
ダ
ー
の
顔
を
見
た
後
、
再
び
シ
テ
ィ
の
方
を
向
い
た
。
向
き

直
る
寸
前
に
ラ
イ
ダ
ー
の
顔
が
赤
く
な
っ
た
の
が
見
え
た
。
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（
何
を
赤
く
な
っ
て
い
た
ん
だ
？
）

俺
は
そ
れ
に
疑
問
を
覚
え
た
が
、
遠
く
か
ら
何
か
の
音
が
聞
こ
え
た
の
で
そ
ち

ら
の
方
を
見
る
と
、
シ
テ
ィ
の
方
か
ら
小
さ
な
何
か
が
こ
っ
ち
に
向
か
っ
て
く

る
の
が
見
え
た
。
し
ば
ら
く
し
て
そ
れ
が
何
な
の
か
が
分
か
っ
た
。
ヘ
リ
だ
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
ヘ
リ
だ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
ヘ
リ
は
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て

き
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。

「
お
迎
え
が
来
た
よ
う
だ
な
、
ラ
イ
ダ
ー
は
デ
ッ
キ
に
戻
っ
て
く
れ
」

「
分
か
り
ま
し
た
」

俺
は
そ
う
言
っ
た
後
、
ラ
イ
ダ
ー
は
消
え
て
、
俺
は
階
段
に
向
か
っ
て
歩
き
だ

し
た
。
そ
し
て
、

「
さ
～
て
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
な
？
」

俺
は
少
し
微
笑
み
な
が
ら
階
段
を
下
り
て
行
っ
た
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フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
カ
ッ
プ
ま
で
の
準
備
　
後
編
（
後
書
き
）

今
回
は
こ
ん
な
感
じ
で
す
。

短
い
で
す
ね
。

次
回
は
い
よ
い
よ
遊
星
達
が
登
場
し
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！
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フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
カ
ッ
プ
開
幕
＆
原
作
介
入
（
前
書
き
）

更
新
が
遅
れ
て
す
み
ま
せ
ん
。

い
よ
い
よ
原
作
介
入
で
す
。

ど
う
ぞ
！
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フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
カ
ッ
プ
開
幕
＆
原
作
介
入

遊
星
ｓ
ａ
ｉ
ｄ

今
、
俺
と
龍
可
に
変
装
し
た
龍
亜
と
一
緒
に
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
カ
ッ
プ
の
開
会
式

の
た
め
、
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
と
あ
っ
た
が
開
会
式
は

順
調
に
進
ん
で
い
る
。
た
っ
た
一
つ
の
事
を
覗
い
て
、

「
さ
あ
～
！
こ
れ
よ
り
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
を
発
表
す
る
ぞ
！
」

と
Ｍ
Ｃ
が
そ
う
言
っ
た
時
、
参
加
者
の
一
人
で
あ
る
ボ
マ
ー
が
前
に
進
み
出
て
、

「
そ
の
前
に
聞
き
た
い
事
が
あ
る
。
こ
こ
に
い
る
参
加
者
は
７
名
、
本
来
参
加

す
る
者
は
８
名
、
一
人
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
？
」

大
き
な
声
で
俺
が
思
っ
て
い
た
こ
と
言
っ
た
。
確
か
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
い

る
の
は
、
俺
と
龍
亜
を
合
わ
せ
て
７
人
、
１
人
足
り
な
い
の
だ
。

「
そ
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
」

ボ
マ
ー
の
疑
問
に
答
え
た
の
は
、
こ
の
大
会
の
主
催
者
で
さ
ら
に
俺
を
こ
の
大

会
に
無
理
や
り
参
加
さ
せ
た
治
安
維
持
局
長
官
の
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
だ
っ
た
。
奴
は

そ
の
ま
ま
話
を
続
け
た
。
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「
最
後
の
参
加
者
は
、
今
こ
こ
に
向
か
っ
て
い
る
最
中
で
す
」

そ
う
言
っ
た
後
、
突
然
、
何
か
の
音
が
し
た
。
会
場
の
客
や
参
加
者
が
そ
の
方

向
を
見
た
。

「
遊
星
！
　
あ
れ
見
て
！
」

龍
亜
の
言
葉
を
聞
き
、
俺
も
龍
亜
が
差
し
て
い
る
方
を
見
る
と
サ
テ
ラ
イ
ト
の

方
か
ら
ヘ
リ
が
一
機
、
こ
っ
ち
に
向
か
っ
て
く
る
の
が
分
か
っ
た
。
し
ば
ら
く

し
て
、
そ
の
ヘ
リ
は
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
降
り
立
っ
た
。

「
あ
の
ヘ
リ
に
い
る
の
が
最
後
の
参
加
者
で
す
」

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
ヘ
リ
を
見
な
が
ら
言
っ
た
。
す
る
と
、

「
誰
だ
ろ
う
ね
。
遊
星
」

「
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
ど
ん
な
相
手
だ
ろ
う
と
俺
は
負
け
な
い
」

と
隣
に
い
た
龍
亜
が
質
問
し
て
き
た
の
で
俺
は
そ
う
答
え
た
。
す
る
と
、
ヘ
リ

の
扉
が
開
き
、
一
人
の
男
が
Ｄ
・
ホ
イ
ー
ル
を
押
し
て
出
て
き
た
。
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「
あ
れ
は
・
・
・
・
・
・
！
」

「
ど
う
し
た
の
？
　
遊
星
」

俺
の
声
に
龍
亜
は
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
て
覗
き
こ
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
俺

は
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
一
瞬
、
ジ
ャ
ッ
ク
の
方
に
目
を
見
る
と
、
ジ
ャ
ッ

ク
も
ヘ
リ
か
ら
降
り
て
き
た
男
を
見
な
が
ら
驚
い
た
顔
を
し
て
い
た
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
だ
。
そ
の
男
は
俺
や
ジ
ャ
ッ
ク
の
親
友
、
黒
月
　
龍
月
だ
っ
た
。

遊
星
ｓ
ａ
ｉ
ｄ
 

ｅ
ｎ
ｄ

俺
が
会
場
に
降
り
立
っ
た
後
、
開
会
式
が
終
わ
り
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
発
表
さ
れ

た
。
俺
は
第
四
試
合
で
対
戦
相
手
は
フ
ラ
ン
ク
と
な
っ
た
。

（
俺
の
相
手
は
あ
の
ム
カ
つ
く
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
・
・
・
）

俺
は
対
戦
相
手
を
見
て
、
少
し
ム
カ
つ
き
を
覚
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、
原
作
で
龍

可
を
苦
し
め
た
り
、
あ
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
性
格
と
か
が
気
に
い
ら
な
か
っ
た

し
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
発
表
か
ら
し
ば
ら
く
経
ち
、
一
回
戦

の
ボ
マ
ー
対
龍
可
（
龍
亜
）
戦
は
、
俺
は
Ｄ
・
ホ
イ
ー
ル
の
調
整
で
見
れ
な
か

っ
た
。
け
ど
、
原
作
を
知
っ
て
い
る
し
、
結
果
も
文
字
通
り
、
ボ
マ
ー
の
勝
利

だ
っ
た
。
そ
し
て
今
、
俺
の
目
の
前
に
は
、
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「
久
し
ぶ
り
だ
な
。
遊
星
」

俺
の
親
友
で
あ
る
不
動
　
遊
星
が
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
Ｄ
・

ホ
イ
ー
ル
の
調
整
を
終
え
た
俺
は
、
第
二
試
合
の
様
子
を
見
よ
う
と
、
選
手
控

室
に
入
っ
た
。
そ
し
て
、
液
晶
画
面
の
近
く
の
ソ
フ
ァ
ー
に
腰
を
か
け
た
す
る

と
、
そ
の
後
、
遊
星
が
入
っ
て
き
て
俺
の
向
か
い
の
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
た
。

「
あ
あ
、
二
年
ぶ
り
だ
な
」

俺
と
遊
星
は
久
し
ぶ
り
に
軽
い
挨
拶
し
た
後
、
沈
黙
が
起
こ
っ
た
が
し
ば
ら
く

し
て
、

「
・
・
・
龍
・
・
・
な
ぜ
お
前
は
こ
の
大
会
に
出
て
い
る
ん
だ
？
」

「
・
・
・
そ
れ
は
な
、
・
・
・
」

遊
星
の
質
問
に
俺
は
こ
の
大
会
に
出
る
事
に
な
っ
た
一
部
始
終
を
伝
え
た
。

「
そ
う
か
。
す
ま
な
か
っ
た
な
」

「
遊
星
が
謝
る
事
は
な
い
ぜ
」

「
し
か
し
・
・
・
」
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俺
と
遊
星
が
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
お
互
い
に
何
が
あ
っ
た
か
を
教
え
あ
っ
て
い

る
と
、

『
ブ
ラ
ッ
ク
ロ
ー
ズ
ド
ラ
ゴ
ン
！
！
』

と
液
晶
画
面
か
ら
声
が
聞
こ
え
た
と
き
だ
っ
た
。

「
く
！
」

「
う
！
」

突
然
、
右
腕
が
痛
み
出
し
た
。
遊
星
の
方
を
見
る
と
遊
星
も
右
腕
の
掴
み
苦
し

ん
で
い
た
。
ま
あ
、
こ
の
辺
は
原
作
を
見
て
い
る
か
ら
知
っ
て
い
る
の
だ
が
、

と
そ
う
考
え
て
い
る
と
腕
の
痛
み
が
急
に
引
い
た
。

「
え
？
」

俺
は
そ
の
こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
が
、
急
い
で
画
面
を
見
る
と
、
ま
だ
ブ
ラ
ッ

ク
ロ
ー
ズ
ド
ラ
ゴ
ン
は
出
て
い
た
。
そ
し
て
、
遊
星
の
方
を
見
る
と
ま
だ
腕
を

押
さ
え
て
い
た
。
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「
ゆ
、
遊
星
！
　
大
丈
夫
か
？
」

「
だ
、
大
丈
夫
だ
」

俺
は
心
配
し
て
話
し
か
け
た
が
、
遊
星
は
痛
み
を
こ
ら
え
な
が
ら
そ
う
言
っ
た
。

そ
の
後
、
遊
星
は
液
晶
画
面
を
見
て
、

「
ブ
ラ
ッ
ク
ロ
ー
ズ
ド
ラ
ゴ
ン
」

と
呟
い
た
時
、

「
破
滅
を
呼
ぶ
不
吉
な
ド
ラ
ゴ
ン
。
見
覚
え
が
あ
る
よ
う
だ
な
」

遊
星
の
隣
に
龍
可
に
変
装
し
た
龍
亜
を
倒
し
た
ボ
マ
ー
は
遊
星
に
そ
う
呼
び
掛

け
た
。
そ
し
て
、
ボ
マ
ー
は
俺
の
横
に
座
っ
て
来
た
。

「
お
前
は
確
か
…
…
」

「
ボ
マ
ー
だ
。
よ
ろ
し
く
頼
む
」

「
あ
あ
、
俺
は
黒
月
　
龍
月
だ
。
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
」

俺
が
ボ
マ
ー
に
話
し
か
け
よ
う
と
し
た
ら
ボ
マ
ー
の
方
か
ら
自
己
紹
介
を
し
て
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く
れ
た
。
俺
は
少
し
あ
わ
て
な
が
ら
も
自
己
紹
介
を
し
た
。
そ
し
て
、
ボ
マ
ー

と
少
し
話
し
て
い
る
後
、
遊
星
と
ボ
マ
ー
の
二
人
が
原
作
通
り
の
話
を
し
始
め

た
。
そ
し
て
、

『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ロ
ー
ズ
・
フ
レ
ア
！
！
」

こ
れ
ま
た
、
原
作
通
り
に
十
六
夜
　
ア
キ
が
騎
士
の
デ
ュ
エ
リ
ス
ト
を
倒
し
た

の
が
液
晶
画
面
か
ら
目
に
入
っ
て
来
た
。
次
は
遊
星
の
番
か
。

「
勝
て
よ
。
遊
星
」

俺
が
ソ
フ
ァ
ー
か
ら
立
っ
て
部
屋
を
出
て
行
こ
う
と
し
て
い
た
遊
星
に
そ
う
言

う
と
、
遊
星
は
手
を
ド
ア
ノ
ブ
に
か
け
る
の
を
や
め
て
振
り
か
え
り
、

「
・
・
・
あ
あ
」

と
少
し
笑
顔
な
顔
で
そ
う
言
っ
た
後
、
部
屋
を
出
て
行
っ
た
。
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フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
カ
ッ
プ
開
幕
＆
原
作
介
入
（
後
書
き
）

こ
ん
な
感
じ
で
す
。
更
新
が
遅
れ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
、
な
ん

か
書
き
方
が
変
わ
っ
て
る
？
と
思
っ
た
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
時
間

を
見
つ
け
て
は
書
い
て
い
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
っ
ち
ゃ
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

す
み
ま
せ
ん
。

さ
て
、
次
回
は
い
よ
い
よ
、
龍
月
が
ム
カ
つ
く
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
デ
ュ
エ
ル
し

ま
す
。

そ
れ
で
は
、



50

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

遊戯王５D's　龍騎士（ドラゴン・ナイト）使いの物語
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